
看護職員の負担軽減および処遇改善の取り組みについて 

１. 2025年度 看護職員の負担軽減および処遇改善に資する計画 

項目 目標および具体的な取り組み計画 

看護師業務の見直し  病棟に従事する多職種が協力し、スタッフコールおよびセンサ

ー対応にあたる 

 多職種間（専門職）でセンサー対応の評価を実施し、センサー

の必要性について見直しを行う 

 入院時対応業務の見直しを行う（動画の活用等） 

 臨時処方の確認方法の見直しを行う 

 臨時処方切れのアラートシステム導入の検討を行う 

タスク・シフト/シェア  病棟クラーク配置の検討 

その他の勤務環境改善  採用活動において多様な勤務体制の構築およびライフスタイ

ルに応じた働き方の提案 

 レントゲン撮影のスケジュール管理のシステム化 

 

２. 看護職員負担軽減および処遇改善に資する取り組み事項 

項目 取り組み事項 

タスクシフト  専門職に依存しない業務をアシスタントへシフト 

 入浴装置（PAO）を導入し、洗体動作の自動化に伴う介助者の負担

軽減 

 病棟スタッフの入浴業務を浴室専任のスタッフへシフト 

入退院支援に伴う役割の

明確化 

 患者・家族への入院時説明および退院指導について、パンフレッ

トや動画を用いてわかりやすい説明を実施 

業務の効率化  すべての回復期リハビリ病棟にとろみサーバーを導入 

 各種加算に伴う監査業務のシステム化 

 薬剤部と連携し、処方に係る業務の見直しに伴う業務時間の短縮 

情報通信機器の導入  インカムを導入し、患者の要望やスタッフコールに対する迅速な

対応および職員間で適時情報共有・伝達できる体制を構築 

専門職の増員  歯科衛生士を増員 

病棟スタッフと連携を図り、専門職が口腔ケアを実施することで

誤嚥性肺炎を予防し、栄養改善や摂食機能の向上を図った 

 


